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要約（年表）
	年代
	Black Mountain College
	John Cage
	その他

	1933
	開校

Josef and Anni Albers招かれる
	
	

	36
	Xanti Schawinsky招かれる
	
	

	37
	
	The Future of Musicを宣言
	

	38
	Schawinsky、Dance macabreを制作

Schawinsky、New Bauhausへと去る
	
	

	40
	Lake Edenに移転する
	
	

	42
	
	Chicago Daily NewsがCageのコンサートを批判
	

	43
	
	ニューヨークの現代美術館でコンサートを開く
	

	48
	John Cage and Merce Cunningham、Black Mountain Collegeに招かれる

Eric Satie’s The Ruse of the Medusaの復古劇が行なわれる

	51
	
	
	Merce CunninghamがSixteen Dances for Soloist and Company of Treeを発表

	52
	
	4’33”を発表
	

	
	Black Mountain Collegeの大食堂にてuntitled eventが行なわれる

	56
	
	New School for Social Researchをニューヨークに開校する
	

	59
	
	
	Allan Kaprowが18 Happenings in 6 Partsを行う
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John Cageの理論


◆　偶然性（chance）と不確定性（indeterminacy）の概念を作品を通して主張した。
・作為的に仕組まれて作曲されたものだけでなく、日常の中で無作為に発せられる「ノイズ」もまた、音楽である。’non-intentional music’
・「ノイズ」を音楽として捉えるのは、聴き手による行為である。つまり、作曲家と演奏家と聴衆は音作りを共有することになる。
・三者が音作りを共有する事によって、三者の立場は解体される。
◆　禅の影響

・コロンビア大学で鈴木大拙の講義を二年間受けている。
・彼が後ほど提示する、偶然性（chance）と不確定性（indeterminacy）の概念の基礎となった。
・彼は禅の教えを、「平常心を内から目覚ます」と解釈している。
◆　ケージの言葉

・音楽を含む芸術は、後世に残すためのものではなく、「現－瞬間（now-moment）」のための芸術だ。これこそまさに、ダンスや音楽の演奏、パフォーマンスを要する他のあらゆる芸術の本質だ。
・作曲者が提供するのは、聴衆一人一人が各々多様な“読み”を可能とする“開かれた作品”ということになる。作曲者や演奏者の意志を消し去り、意図されない音も含めたあらゆる音響に対して聞くこと＝読むことを要請するものだから、無限のパフォーマンスは生成されるはずである。

・演劇は、美術や音楽よりもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ライブ),生活)にもっと近いのだ。
・ケージがパフォーマンスに設定する状況は、それ自体の目的を持たず、予測不可能で偶然的な出来事が意味もなく同時に生起する社会のシュミレーションでもあるのだ。

考察
ケージは、「ハーモニー」に対する感覚がないという事を師であるシェーンベルグに訴えた。すると師は、「ハーモニーの感覚がなければ、君は一生障害にぶち当たるだろう。つまりどうしても通り抜けられない壁だよ」と言った。そこでケージは、「それじゃぼくは、死ぬまでその壁に頭をぶっつけ続けましょう」と答えた。そして、西洋合理主義がつくりだした「ハーモニー」による作曲を捨て、実験的な音楽を始めるようになった。

また、当時のアメリカでは、デュシャンが全ての物体を美術というフレームの中に取り上げる事によって、それまであった美術の価値基準を崩壊させるという流れや、禅ブームが巻き起こっていた。そして、ケージはこれらの流れに影響を受けた。その彼の考えは、本文にある「Art should not be different [from] life but an action within life. Like all of life, with its accidents and chances and variety and disorder and only momentary beauties.」という言葉にまとめられるであろう。ケージはLifeとArtを分け隔てるものではないと考えたのではないか。

ケージに学んだカプローは、「18 Happenings in 6 Parts」という作品において、ケージの考えをさらに進め、Lifeの持つハプニング性を表現した。
彼らはLifeとArtの垣根を取り外そうとしたのではないか。垣根を外すという事は、なんでもアートになるという考え方があるが、ケージはそういうことを言いたかったのだろうか。彼は一瞬という時間について考えていることは注目されるべき点である。Life=Artという時に、この二つに共通している要素とは何だろうか。それはケージがいう「現－瞬間(now-moment)」なのではないか。この「現－瞬間(now-moment)」こそ、彼はArtにおける本質なのだと捉えた。

疑問点

1952年、untitled eventにおけるジョン・ケージの考え（P128 Black Mountain Collegeの章のL.9 Art should…）や、その後のLIVE ARTの章を参照してみるとARTとLIVE（LIFE）のつながりの深さを感じさせる記述が存在する。現代（今、私たちが生きているこの場）において、ARTとLIFEの関係性をどのように捉えればよいのだろうか。
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